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FCENA-SUCCES 機能比較一覧
ＦＣＥＮＡ 機能（ＦＣＥＮＡのみにあり） ＳＵＣＣＥＳ （SUCCESSのみにあり）

ＢＡＳＥＰＬＡＮ ■建築基礎構造設計指針（平成5年11月） 杭基礎の震度法照査
250,000 ■鉄道構造物等設計標準・同解説／基礎構造物・抗圧構造物 （H14)

（平成9年3月） 80,000
■港湾の施設の技術上の基準（平成11年4月）
■港湾の施設の技術上の基準（平成19年4月）
■設計要領第二集（橋梁・擁壁・カルバート） (平成18年4月)

・直接基礎

ＥＬＮＯＡＲ ■建設省河川局治水課　平成6年2月 等流計算Ⅱ ■社団法人農業土木学会　平成13年2月
300,000 『河道内の樹木の伐採・植樹のためのガイドライン(案)』 100,000 『土地改良事業計画設計基準・設計「水路工」基準書・技術書』

不等流計算Ⅱ ■社団法人全国治水砂防協会　昭和61年5月　『改訂版 砂防設計公式集』
・平均流速公式のレベル３ 250,000

・土砂混入率を考慮した計算
・湾曲部の水面形を考慮した計算
・余裕高の計算

ＲＡＩＮＰＡＬ　 ■鉄道総研基準（平成13年） 土留慣用計算 ■建設省中国地方建設局 「土木工事設計マニュアル」 （昭和62年10月）
慣用法 ■日本建築学会（昭和63年） 150,000

300,000 ・水圧計算（動水勾配を考慮、任意形水圧）
・背面地盤の沈下量計算（近接程度の判定） ・施工ステップ(プレロード)
・土留壁材料（鋼管矢板）
・計算条件（支持力から定まる根入れ長の計算、パイピングの検討）
・上載荷重（部分分布荷重、列車荷重、重機荷重、覆工荷重）
・支保工計算(アンカーの内的安定計算、タイロッド)

ＲＡＩＮＰＡＬ　 ■帝都高速度交通営団　土留工解析指針（案） 土留弾塑性解析(土木) ■建設省土木研究所 「土木研究所資料 掘削土留め工設計指針（案）」 （昭和57年3月
弾塑性解析 ■日本建築学会　山留め設計施工指針 400,000 ■日本下水道事業団 「設計基準（案）土木設計編」 （平成4年4月） 

300,000 ■社団法人日本鉄道技術協会 「深い掘削土留工設計法」 
・解析手法「荷重増分法」 ■首都高速道路厚生会 「仮設構造物設計基準」 （平成2年10月） 
・解析モデル「森重の方法」 ■鉄道総合技術研究所 「鉄道構造物等設計標準・同解説 開削トンネル」 （平成13年
・切梁の先行変位入力
・タイロッド ・弾塑性境界を"単一層"とするか、"多層"とするか指定可能
・逆巻き工法 ・弾塑性境界の収束精度、全塑性時の強制終了を指定可能
・水中掘削 ・弾塑性解析・弾性解析を選択可能
・安定度判定グラフ ・地盤の塑性化を考慮しない弾性体としての扱いを土層毎に指定可能
・脆性判定による根入れ長自動延長 ・掘削底面以深の弾性域の有効主働側圧を無視した計算が可能
・杭の頭出し長さの直接指定
・ソイルセメントの耐力検討
・鋼管矢板

■土木構造物標準設計第２巻「擁壁類」（平成12年9月） ■道路橋示方書・同解説
ＲＡＳＩＮＣ　 （全日本建設技術協会） 擁壁の設計計算  （Ⅳ下部構造編、Ｖ耐震設計編、Ⅲコンクリート橋編） 平成8年3月
 ＲＡＳＩＮＩＣ－１ ■建築基礎構造設計指針（平成5年11月） 200,000 ■道路橋示方書・同解説
 ＲＡＳＩＮＩＣ－２　 （日本建築学会）  （Ⅳ下部構造編、Ｖ耐震設計編、Ⅲコンクリート橋編） 平成6年3月

250,000 ■港湾の施設の技術上の基準・同解説（平成11年4月）
（日本港湾協会） ・地覆・天端増しに対応
■港湾の施設の技術上の基準・同解説（平成19年4月） ・軽量盛土工法（EPS工法とFCB工法）による土圧計算
（日本港湾協会） ・杭本体の断面力計算
■鉄道構造物等設計標準・同解説（平成9年3月） ・杭とフーチング結合部の照査
基礎構造物・抗土圧構造物 ・フーチングの剛性評価
（鉄道総合技術研究所）
■設計要領第二集（橋梁・擁壁・カルバート）平成9年11月 

・使用鉄筋量算定時の自動算定機能



●設計基準

設計基準 ＢＡＳＥＰＬＡＮ
杭基礎の

震度法照査

道路橋示方書・同解説Ⅳ 下部構造編
平成14 年3 月　㈳日本道路協会

○ ○

建築基礎構造設計指針・同解説
平成5年11月　　(社)日本建築学会

○ ×

鉄道構造物等設計標準・同解説基礎構造
物・抗土圧構造物
平成9年3月　(財)鉄道総合技術研究所

○ ×

港湾の施設の技術上の基準・同解説
平成11年4月　日本港湾協会

○ ×

港湾の施設の技術上の基準・同解説
平成19年9月　日本港湾協会

○ ×

設計要領第二集（橋梁・擁壁・カルバート）
平成18年4月　ＮＥＸＣＯ

○ ×

基準：道路橋のみ

●基礎種類

基礎種類 ＢＡＳＥＰＬＡＮ
杭基礎の

震度法照査
直接基礎 ○ ×
杭基礎 ○ ○

＊杭長・杭径の異なる＊同一杭長・杭径のみ
杭の混在が可能

●杭基礎の設定

項目 ＢＡＳＥＰＬＡＮ
杭基礎の

震度法照査
最大地層数 ３０層 ２０層
フーチング形状 矩形、円形 矩形
最大杭列数 ３０×３０列 ３０×３０列

杭種

鋼管杭、RC杭、
PC杭、

PHC杭、SC杭、
場所打ち杭、

鋼管ソイルセメント
杭、

プレボーリング杭、
バイブロハンマ杭

鋼管杭、RC杭、
PHC杭、SC杭、
場所打ち杭、

鋼管ソイルセメント
杭

杭配置
正方配置、千鳥配

置、任意配置

正方配置、千鳥配
置、任意配置、

間引き機能、斜杭機
能

工法

・打ち込み杭
・中堀り杭

・場所打ち杭
・場所打ちオール
ケーシング工法

・プレボーリング杭工
法

・鋼管ソイルセメント
工法

・打ち込み杭
・中堀り杭

・場所打ち杭
・プレボーリング杭工

法
・鋼管ソイルセメント

工法

●計算・照査

計算機能・照査項目 ＢＡＳＥＰＬＡＮ
杭基礎の
震度法照査

許容押込み支持力 ○ ○
杭の軸方向許容引抜き力 ○ ○
水平方向地盤反力係数 ○ ○
負の周面摩擦力 ○ ○
杭のバネ定数 ○ ○
杭の応力度の照査（断面力計算） ○ ○
杭頭部の計算 ○ ○
群杭の考慮（道路橋、設計要領、鉄道） ○ ×
杭の断面変化 ○ ○



計算結果
杭基礎(互層）
機能 条件 計算結果 備考

常時 ○
地震時 ○
常時 ○
地震時 ○
常時 ○
地震時 ○

軸方向バネ定数自動計算 ○

水平方向地盤反力係数自動計算 ×
・「BASEPLAN」は常時・地震時でそれぞれ繰り返し計算を行い算出。
（地震時Kh/=常時Kh*2）。
・「杭基礎の震度照査」は地震時Kh=常時Kh*2

常時 ×

地震時 ×

常時（橋軸） ○

常時（直角） ○
地震時（橋軸） ○

地震時（直角） ○

地震時（橋軸） × 杭のバネ定数不一致のため。

地震時（直角） × 杭のバネ定数不一致のため。

常時 ○
地震時 × 杭のバネ定数不一致のため。

杭とフーチングの照査（Ａの方法） × 杭のバネ定数不一致のため。（水平支圧応力）

杭基礎(単層）
機能 条件 計算結果 備考

常時 △
地震時 △
常時（橋軸） ○
常時（直角） ○
地震時（橋軸） △ 杭頭剛結の場合、ｘ方向の変位(σx)が不一致。（誤差１％以下）
地震時（直角） △ 杭頭剛結の場合、ｘ方向の変位(σx)が不一致。（誤差１％以下）
地震時（橋軸） × 杭のバネ定数があわないため変位法の計算でずれています。
地震時（直角） × 杭のバネ定数があわないため変位法の計算でずれています。

・BASEPLANの杭の直角方向バネ定数の計算方法

・杭基礎の深度法照査の計算方法
βＬeに関わりなく常に弾性床上はりの微分方程式を用いて有限長の杭として解析しています。

許容支持力

杭のバネ定数

・杭の軸直角方向バネ定数のＫ１、Ｋ２、Ｋ３、Ｋ４の不一致。（誤差は１％
以下。）

杭頭反力・杭頭変位

許容押込み支持力

許容引抜き力

杭本体の検討
（断面力・変位）

杭のバネ定数

・杭の軸直角方向バネ定数のＫ１、Ｋ２、Ｋ３、Ｋ４の不一致。
「BASEPLAN」は杭基礎設計便覧(H18)のP357の理論より計算
「杭基礎の震度照査」は弾性床上はりの微分方程式を用いて計算。

杭頭反力・杭頭変位

杭本体の検討
（断面力・変位）

杭本体の応力度照査



・「BASEPLAN」 ・「杭基礎の震度照査」



杭の軸方向バネ定数 杭の軸方向バネ定数

杭本体の断面力と変位

杭の軸方向バネ定数の計算方法が異なるため結果が異なります。

変位法の計算でK1～K4が用いられるため結果が異なります。



等流計算システムについて
○・・・機能有り

計算結果 機能の違い ×・・・機能無し
△・・・制限付き

No. 大分類 小分類 値 ELNOAR 等流計算Ⅱ 備考 機能 ELNOAR 等流計算Ⅱ 備考

1 単断面 水深入力 結果一覧 ﾃﾞｰﾀﾛｰﾀﾞ機能(ﾌｧｲﾙからﾃﾞｰﾀ読込 ○ ×
流量入力 結果一覧 マニングのみ(※) 流量入力と水深入力の同時計算 ○ × 等流計算Ⅱは別々

2 複断面 水深入力 結果一覧 土砂混入率の考慮 × ○
流量入力 結果一覧 マニングのみ(※) 湾曲部の水面形の考慮 × ○

3 二次放物線 水深入力 結果一覧 余裕高の計算 × ○
流量入力 結果一覧 マニングのみ(※) 樹木群の考慮 ○ × レベル3断面

4 U型断面 水深入力 結果一覧
流量入力 結果一覧 マニングのみ(※)

5 円管 水深入力 結果一覧 マニング式による計算 ○ ○
流量入力 結果一覧 マニングのみ(※) クッター式による計算 △ ○ ELNOARでは水深入力時のみ

6 矩形管 水深入力 満水時 満水以外は一致
流量入力 結果一覧 マニングのみ(※)

7 馬蹄形 水深入力 結果一覧
流量入力 結果一覧 マニングのみ(※)

8 任意馬蹄形 水深入力 結果一覧
流量入力 結果一覧 マニングのみ(※)

9 幌型Ⅰ 水深入力 結果一覧
流量入力 結果一覧 マニングのみ(※)

10 幌型Ⅱ 水深入力 結果一覧
流量入力 結果一覧 マニングのみ(※)

11 任意断面 水深入力 結果一覧
流量入力 結果一覧 マニングのみ(※)

12 任意形管 - - ELNOARのみ
13 複断面レベル2 水深入力 結果一覧

流量入力 結果一覧 マニングのみ(※)
14 任意断面レベル2 水深入力 結果一覧

流量入力 結果一覧 マニングのみ(※)

※ELNOARではどの断面でも流量入力においてはマニング計算のみ可能。
　等流計算Ⅱではどの断面でも水深・流量いずれにおいてもマニング/クッターでの計算が可能。

相違無し

相違無し

○
相違無し

ELNOARは水深入力時、等
流計算Ⅱは複数水深入力時

相違無し

相違無し

相違無し

相違無し
相違無し

相違無し
相違無し

相違無し
相違無し
相違無し ○計算結果図(断面特性図)

相違無し
相違無し
相違無し
相違無し

相違無し

相違無し

相違無し
相違無し

相違無し
相違無し

相違無し

-

相違無し

異なる

ELNOARでは天板を計算対象
とするが、等流計算Ⅱでは天
板は対象としないため

詳細は別紙



等流計算の詳細結果（No.1～4）です。
それぞれの断面において、水深入力と流量入力のどちらかを掲載しております。

No.1 単断面（水深入力）
ELNOAR

等流計算Ⅱ



No.2 複断面（流量入力）
ELNOAR

等流計算Ⅱ

No.3 二次放物線（流量入力）
ELNOAR

等流計算Ⅱ



No.4 U型断面（水深入力）
ELNOAR

等流計算Ⅱ



等流計算の詳細結果（No.5～7）です。
それぞれの断面において、水深入力と流量入力のどちらかを掲載しております。

No.5 円管（水深入力）
ELNOAR

等流計算Ⅱ



No.6 矩形管（水深入力）　⇒天板の取扱いの違いにより、計算結果が異なる。
ELNOAR⇒潤辺長に天板を入れる

等流計算Ⅱ⇒潤辺長に天板を入れない



No.7 馬蹄形（流量入力）
ELNOAR

等流計算Ⅱ



等流計算の詳細結果（No.8～10）です。
それぞれの断面において、水深入力と流量入力のどちらかを掲載しております。

No.8 任意馬蹄形（水深入力）
ELNOAR

等流計算Ⅱ



No.9 幌型Ⅰ（流量入力）
ELNOAR

等流計算Ⅱ

No.10 幌型Ⅱ（流量入力）
ELNOAR

等流計算Ⅱ



等流計算の詳細結果（No.11～14）です。
それぞれの断面において、水深入力と流量入力のどちらかを掲載しております。

No.11 任意断面（水深入力）
ELNOAR

等流計算Ⅱ



No.12 任意形管（ELNOARのみ）

No.13 複断面レベル２（流量入力）
ELNOAR

等流計算Ⅱ



No.14 任意断面レベル２（水深入力）
ELNOAR

等流計算Ⅱ



不等流計算システムについて 計算結果に相違点はありません。
※詳細は別紙 ○・・・機能有り

計算手法・入力方法の違い 機能の違い ×・・・機能無し
△・・・制限付き

＜例＞急縮の場合 機能 ELNOAR 不等流計算Ⅱ 備考

ﾃﾞｰﾀﾛｰﾀﾞ機能(ﾌｧｲﾙからﾃﾞｰﾀ読込○ ×
　　ELNOAR 断面１ 急縮後 土砂混入率の考慮 × ○

距離有り 湾曲部の水面形の考慮 × ○
断面２ 急縮前 余裕高の計算 × ○

距離0 樹木群の考慮 ○ × レベル3断面
断面３ 急縮前 ←下流側条件「急縮」 河川縦断図 ○ ○

距離有り 河川横断図 × ○
断面４ 急縮前

損失種類について

急拡 ○ ○
急縮 ○ ○
漸拡 ○ ○
漸縮 × ○

　　　SUCCESS(不等流計算Ⅱ) 断面１ 急縮後
距離有り

断面２ 急縮前 ←局所損失「急縮」
距離有り 段上げ × ○

断面３ 急縮前 合流 ○ ○ ELNOARは本・支流の設定が必須
分流 × ○

損失水頭計算に用いる流速 橋脚 ○ ○
上流側（V3） オリフィス1 ○ ×

オリフィス2 ○ ×
流入 × ○
流出 × ○
スクリーン × ○
屈折 ○ ○
曲がり ○ △ 「任意の損失」で可能
任意の損失 × ○ 損失係数と流速選択による

断面２と距離0の上流側に断面２'を自動作成する

○ × パラメータが多いので「任意の損
失」では対応不可

堰

段落ち ○ ○ ELNOARは損失係数、不等流計算
Ⅱは段落ち高を入力する

パラメータが多いので「任意の損
失」では対応不可

×○水門
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＜例＞急拡の場合

　　ELNOAR 断面１ 急拡後
距離有り

断面２ 急拡前
距離0

断面３ 急拡後 ←下流側条件「急拡」
距離有り

断面４ 急拡後

　　　SUCCESS(不等流計算Ⅱ) 断面１ 急拡後
距離有り

断面２ 急拡後 ←局所損失「急拡」
距離有り

断面３ 急拡前

損失水頭計算に用いる流速
上流側（V3）

断面２と距離0の上流側に断面２'を自動作成する

＜例＞橋脚の場合

　　ELNOAR 断面１ 水路
距離有り

断面２ 水路
距離0

断面３ 下流側条件「橋脚」
距離有り

断面４ 水路

　　　SUCCESS(不等流計算Ⅱ) 断面１ 水路
距離有り

断面２ 局所損失「橋脚」
距離有り

断面３ 水路

断面２と距離0の上流側に断面２'を自動作成する
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不等流計算の詳細結果です。

結果リスト
ELNOAR

不等流計算Ⅱ



縦断図
ELNOAR

水位線として、
常流水位

のみを出す。

不等流計算Ⅱ

水位線として、
等流水位
限界水位
常流水位
射流水位

を出す。



川田ﾃｸﾉ

Rainpal



機能比較
機能 Rainpal 川田ﾃｸﾉ

日本道路協会 〇 〇
日本道路公団 〇 〇
首都高速道路公団 〇 〇
鉄道総合技術研究所 〇 〇
日本下水道事業団 〇 〇
土木学会 〇 〇
日本建築学会 〇
建設省中国地方建設局 「土木工事設計マニュアル」 （昭和62年10月） 〇
鋼矢板 〇 〇
鋼管矢板 〇
地下連続壁 〇 〇
ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ壁 〇 〇
親杭式土留め壁 〇 〇
支持力から定まる根入れ長の計算 〇
壁体断面の計算 〇 〇
変位の計算 〇 〇
ボイリングの検討 〇 〇
パイピングの検討 〇
ヒービングの検討 〇 〇
盤ぶくれの検討 〇 〇
等分布荷重 〇 〇
部分分布荷重 〇
列車荷重 〇
重機荷重 〇
覆工荷重 〇
三角形分布 〇 〇
四角形分布 〇 〇
動水勾配を考慮 〇
任意形水圧 〇
切梁 〇 〇
腹起し 〇 〇
火打ち 〇 〇
中間杭 〇 〇
アンカー 〇 〇
アンカーの内的安定計算 〇
タイロッド 〇
掘削 〇 〇
プレロード 〇
盛り替え 〇 〇
埋戻し 〇 〇
粘性土 〇 〇
砂質土 〇 〇
空域 〇 ○
水域 〇 ○

対
応
設
計
基
準

土
留
壁
材
料

計
算
条
件

上
載
荷
重

土
層
種
類

支
保
工
計
算

施工
ス

テッ
プ

水
圧



Rainpal 川田ﾃｸﾉ

Sample1
設計基準 日本道路協会
工事概要 鋼矢板仮設構造物の設計例

３段切梁撤去時に盛替え梁を設置
地下水位：ＧＬ－１．０ｍ

結果が一致





Rainpal 川田ﾃｸﾉ

Sample2
設計基準 日本道路協会
工事概要 切梁式親杭式土留壁の設計例

土留杭間隔　　　１．５ｍ

結果が一部異なる

Rainpalでは最大断面力が作用するスパンを採用するため結果が異なる。



Rainpal 川田ﾃｸﾉ

Sample3
設計基準 日本道路協会
工事概要 一重締切りの設計例

対象構造物　橋脚フーチング

施工場所　　河川の中

結果が一致



Rainpal 川田ﾃｸﾉ

Sample4
設計基準 日本道路協会
工事概要 鋼矢板仮設構造物の設計例

対象構造物　　橋脚フーチング
地下水位　　　Ｇ．Ｌ．－０．９７６ｍ

結果が一致



川田
土留弾塑性解析（土木）

1 土木学会 トンネル標準示方書（開削編）・同解 ● ●
2 首都高速道路公団 仮設構造物設計基準 ● ●
3 日本道路協会 共同溝設計指針 ● ●
4 日本道路協会 道路土工「仮設構造物工指針」 ● ●
5 日本建築学会 山留め設計施工指針 ● ×
6 帝都高速度交通営団 土留工解析指針（案） ● ×

建設省土木研究所 
「土木研究所資料 掘削土留め工設計指針（案）」 （昭和
57年3月）

× ●

日本下水道事業団 「設計基準（案）土木設計編」 （平成4年4月） × ●
社団法人日本鉄道技術協会 「深い掘削土留工設計法」 × ●
首都高速道路厚生会 「仮設構造物設計基準」 （平成2年10月） × ●

鉄道総合技術研究所 
「鉄道構造物等設計標準・同解説 開削トンネル」 （平成
13年3月）

× ●

7 設定 ● ●
8 鋼矢板テーブル ● ●
9 設定 ● ×
10 鋼管矢板テーブル ● ×
11 設定 ● × 汎用断面で対応可
12 深度方向の断面変化 ● ×
13 円形 ● ×
14 矩形 ● ×
15 予測計算ひび割れ考慮 ● ×
16 設定 ● ●
17 ソイルセメント芯材テーブル ● ●
18 ソイルセメント耐力検討 ● ●
19 設定 ● ●
20 土留杭Ｈ鋼材テーブル ● ●
21 根固め幅考慮 ● ×
22 側圧抵抗考慮 ● ●
23 止水性考慮 ● ×
24 最終掘削底面固定 ● ×
25 掘削底面 ● ×
26 設定 ● ●
27 深度方向の断面変化 ● ●
28 円形 ● ●
29 矩形 ● ●
30 設定 ● ●
31 材料テーブル ● ●
32 プレロード考慮 ● ●
33 設定 ● ●
34 回転ばね考慮 ● ×
35 設定 ● ●
36 材料テーブル ● ●
37 初期張力考慮 ● ●
38 アンカー体考慮 ● ×
39 設定 ● ×
40 材料テーブル ● ×
41 自動計算 ● ●
42 直接入力 ● ●
43 施工ステップごと設置 ● ●
44 盛り替え・撤去可能 ● ●
45 構築壁 設置と撤去 ● ×
46 砂質土 ● ●
47 粘性土 ● ●
48 水域 ● ×
49 空域 ● ×
50 粘着力増分 ● ●
51 被圧地下水 ● ●
52 壁面摩擦角 直接入力 ● ×
53 背面側と掘削側を別定義可能 ● ●
54 施工ズテップごとに別定義可能 ● ●
55 基準に準拠 ● ●
56 土木学会 トンネル標準示方書（開削編）・同解 ● ×
57 首都高速道路公団 仮設構造物設計基準 ● ×
58 日本道路協会 共同溝設計指針 ● ×
59 日本道路協会 道路土工「仮設構造物工指針」 ● ×
60 帝都高速度交通営団 土留工解析指針（案） ● ×
61 クーロン ● ×
62 ランキン・レザール ● ×
63 先端建設技術センター 大深度土留め設計・施工指針 ● ×
64 建設省土木研究所 土木研究資料　掘削土留め工設計指針（案） ● ×
65 建設省土木研究所 土木研究資料　大規模土留めの設計に関する研究 ● ×
66 土圧係数直接入力 ● ●
67 土圧（側圧）直接入力 ● ●
68 主働、静止、受働それぞれで別計算方法を設定可能 ● ×
69 背面側と掘削側を別定義可能 ● ●
70 地層ごとに別計算方法を設定可能 ● ×
71 施工ズテップごとに別定義可能 ● ●
72 根入れ先端で一致 ● ●
73 静水圧分布 ● ●
74 三角形分布 ● ●
75 台形分布 ● ●
76 水圧直接入力 ● ●
77 水中掘削 ● ●
78 背面側と掘削側を別定義可能 ● ●
79 地層ごとに別定義可能 ● ●
80 施工ズテップごとに別定義可能 ● ●
81 基準に準拠 ● ●
82 載荷幅依存性の式 ● ●
83 ひずみ依存性の式 ● ●
84 地盤反力係数入力 ● ●
85 等分布荷重 ● ●
86 部分分布荷重 ● ●
87 覆工荷重 ● ×
88 任意荷重 壁面への直接載荷荷重 ● ×
89 中村・中沢の方法 ● ●
90 森重の方法 ● △
91 初期根入れ長計算 ● ●
92 安定度判定 ● ●
93 脆性判定 ● ×
94 予測計算 ● ×
95 全載荷法 ● ●
96 荷重増分法 ● ×
97 引張ばねとして働く ● ×
98 引張ばねとして働かない ● ×
99 背面側ばね考慮する ● ×
100 背面側ばね考慮しない ● ×
101 あり ● ●
102 なし ● ●
103 引張ばねとして働く ● ●
104 引張ばねとして働かない ● ●
105 自由 ● ●
106 固定 ● ●
107 ピン ● ×
108 弾性 ● ●

× ●
× ●
× ●
× ●
× ●

109 印刷 ● ●
110 ＤＸＦファイル ● ×
111 ＸＭＬファイル ● ×
112 ＷＯＲＤファイル ● ● 別ソフト必要

土留壁上下端支持条件

設計法

計算種別

報告書

負反力が発生した場合の掘削側地盤バネの扱い

変位の背面側戻りに対する背面側地盤バネの扱い

再弾性化

解析手法

地盤の塑性化を考慮しない弾性体としての扱いを土層毎に指定可能です
掘削底面以深の弾性域の有効主働側圧を無視した計算が可能です

形状効果バネ

形状効果バネ

埋め戻し時水位設定

基準に準拠

地層種類

定義方法

親杭式土留壁

汎用断面

切梁

出力

土圧

設計計算

計算

弾塑性境界を"単一層"とするか、"多層"とするか指定できます
弾塑性境界の収束精度、全塑性時の強制終了を指定できます
弾塑性解析・弾性解析を選択できます

地盤ばね

上載荷重

切梁ノーテンション

土留め壁

支保工
アンカー

タイロッド

支保工ばね

ＲＣ梁（逆巻）

備考

指針・基準

ＦＩＰ
ＲＡＩＮＰＡＬ

設置

番号

水圧

鋼矢板

鋼管矢板

地下連続壁

ソイルセメント壁

土質

定義方法

定義方法



検証データ sampleD1

最大変位 ステップ 1 2 3 4 5 6 7 8

δ(mm) 17.680 16.700 24.110 30.590 35.930 40.440 43.650 44.660

深度(m) 0.000 4.900 11.000 12.600 13.900 15.400 16.700 17.500

δ(mm) 19.668 18.267 25.245 33.257 41.098 47.901 53.157 55.156

深度(m) 0.000 0.000 9.000 11.500 13.500 15.000 16.500 17.500

最大モーメント ステップ 1 2 3 4 5 6 7 8

Ｍ(kN･m/m) -120.080 101.930 238.000 365.740 489.530 633.720 773.250 793.650

深度(m) 5.400 19.600 6.900 9.800 12.500 15.000 17.200 19.000

Ｍ(kN･m/m) -118.487 79.148 215.409 339.504 454.430 590.819 725.770 740.050

深度(m) 5.500 19.500 6.516 9.516 12.500 15.000 17.016 19.000

最大せん断力 ステップ 1 2 3 4 5 6 7 8

Ｓ(kN/m) -46.160 61.940 160.070 247.060 266.280 305.780 301.320 254.530

深度(m) 3.300 1.800 3.516 6.516 9.516 12.016 14.515 14.516

Ｓ(kN/m) -45.321 56.926 141.909 224.687 249.796 290.080 286.273 252.276

深度(m) 3.500 1.800 3.516 6.516 9.516 12.016 14.516 14.516

切梁反力 段目 1 2 3 4 5 6 7

FIP 最大値(kN/m) 81.10 219.53 316.79 287.75 322.20 285.09 243.02

KTS 最大値(kN/m) 76.07 179.22 282.82 273.66 316.77 267.18 236.29

KTS

土留め弾塑性計算　結果比較

FIP

FIP

KTS

FIP

KTS



●設計基準

設計基準
RASINIC1
RASINIC2

擁壁の
設計計算

道路土工「擁壁工指針 平成11年3月 ○ ○
道路橋示方書・同解説 平成14年3月 ○ ○
道路橋示方書・同解説
 （Ⅳ下部構造編、Ｖ耐震設計編、Ⅲコンクリート橋
編） 平成8年3月

× ○

道路橋示方書・同解説
 （Ⅳ下部構造編、Ｖ耐震設計編、Ⅲコンクリート橋
編） 平成6年3月

× ○

土木構造物標準設計第２巻「擁壁類」　平成12年9月 ○ ×
建築基礎構造設計指針　平成5年11月 ○ ×
港湾の施設の技術上の基準・同解説　平成11年４月 ○ ×
港湾の施設の技術上の基準・同解説　平成19年７月 ○ ×
鉄道構造物等設計標準・同解説
基礎構造物・抗土圧構造物　平成9年3月

○ ×

設計要領第二集（橋梁・擁壁・カルバート）平成9年11 ○ ×

●土圧計算方法

計算方法
RASINIC1
RASINIC2

擁壁の
設計計算

クーロン土圧 ○ ○
試行くさび土圧 ○ ○

●対応形状

形状
RASINIC1
RASINIC2

擁壁の
設計計算

逆Ｔ型 ○ ○
Ｌ型 ○ ○
逆Ｌ型の片持ち式 ○ ○

重力式 ○ ○

もたれ式 ○ ○
擁壁形式 ○ ○
擁壁天端形状 △ ○

擁壁天端形状（ＲＡＳＩＮＩＣ） 擁壁天端形状（擁壁の設計計算）
・・・形状自由に設定

●上載荷重
ＲＡＳＩＮＩＣ 擁壁の設計計算

くさび クーロン



●基礎種類

基礎種類
RASINIC1
RASINIC2

擁壁の
設計計算

直接基礎 ○ ○
杭基礎 ○ ○

●杭基礎の設定

項目
RASINIC1
RASINIC2

擁壁の
設計計算

対応杭種 任意杭

鋼管杭、
PHC杭、
SC杭、
場所打ち杭、
任意杭

杭列数 ≦６ ３０×３０列
地層数 単層 １０層

杭配置および補正機能
任意配置
斜杭機能

正方配置、
間引き機能、
斜杭機能

●安定計算・照査
・直接基礎

照査方法
RASINIC1
RASINIC2

擁壁の
設計計算

滑動 ○ ○
転倒 ○ ○
支持力 ○ ○

＊擁壁の設計計算は軽量盛土を考慮することが可能

・杭基礎

照査方法
RASINIC1
RASINIC2

擁壁の
設計計算

許容支持力 ○ ○
引抜き力の計算 × ○
杭反力 ○ ○
変位量の計算 ○ ○
杭の断面計算（たて壁下部と任意位置） ○ ○
杭本体の断面力 × ○
杭とフーチング結合部の照査 × ○
フーチングの剛性評価 × ○

●配筋

配筋
RASINIC1
RASINIC2

擁壁の
設計計算

自動配筋 ○ ×
鉄筋径（Ｄ６～５１） ○ ○

＊擁壁の設計計算は最小鉄筋量の計算が入力時に可能です。



sample1（逆Ｔ型擁壁_直接基礎）
機能 条件１ 条件２ 計算結果 備考

鉛直力 ○
モーメント ○
すべり角 ○
水平土圧 ○
鉛直土圧 ○
すべり角 ○
水平土圧 ○
鉛直土圧 ○
転倒 ○
滑動 ○
支持力 ○
転倒 ○
滑動 ○
支持力 ○

部材の自動計算 - RASINICのみの機能。最小鉄筋量の算出はあります。
すべり角 ○
曲げモーメン
ト

○

せん断力 ○
すべり角 ○
曲げモーメン
ト

○

せん断力 ○
すべり角 ×
曲げモーメン ×
せん断力 ×
すべり角 ×
曲げモーメン
ト

×
せん断力 ×

前フーチング
曲げモーメン
ト

○
前フーチングせん断力 ○
後フーチング曲げモーメン ○
後フーチングせん断力 ○
前フーチング

曲げモーメン
ト

○
前フーチングせん断力 ○
後フーチング曲げモーメン ○
後フーチングせん断力 ○

sample2（逆Ｔ型擁壁_杭基礎)
機能 条件１ 条件２ 計算結果 備考

鉛直力 ○
モーメント - アームの原点位置が異なるため比較できません。
すべり角 ○
水平土圧 ○
鉛直土圧 ○

すべり角 ×

水平土圧 ×

鉛直土圧 ×

残留水圧 ○
揚圧力 ○
バネ定数 ○
杭反力 ○
外力 ○
杭変位 ○
照査 ○
杭反力 ○
外力 ○
杭変位 ○
照査 ○
すべり角 ○
曲げモーメン ○
せん断力 ○
すべり角 ○
曲げモーメン ○
せん断力 ○

前フーチング
曲げモーメン
ト

○

前フーチングせん断力 ○
前フーチング応力度 ○
後フーチング曲げモーメン ○
後フーチングせん断力 ○
後フーチング応力度 ○
前フーチング

曲げモーメン
ト

○

前フーチングせん断力 ○
前フーチング応力度 ○
後フーチング曲げモーメン ○
後フーチングせん断力 ○
後フーチング応力度 ○

断面計算
（フーチング）

（常時）

断面計算
（フーチング）

（地震時）

杭の計算
（水位なしで計算）

常時

地震時

断面計算
（堅壁基部）

荷重計算 水圧

荷重計算
自重（躯
体・

荷重計算
（常時）

土圧

荷重計算
（地震時）

土圧

安定計算（地震時）

断面計算
（堅壁基部）

（常時）

断面計算
（堅壁基部）
（地震時）

安定計算（常時）

断面計算
（フーチング）

（常時）

断面計算
（フーチング）

（地震時）

断面計算
（堅壁中間）

（常時）
断面計算

（堅壁中間）
（地震時）

荷重計算
（地震時）

土圧

荷重計算

荷重計算
（常時）

自重（躯
体・

土圧

照査

地震時

常時

・RASINICでは、土圧合力P計算時に使用する水平方向地震力の計算
時に浮力を考慮しない土塊重量をし使用しているが、「擁壁の設計計
算」では、浮力を考慮した土塊重量を用いているため計算が一致しま
せん。

・RASINICは、基部と同じすべり角で曲げモーメント、せん断計算。
・「擁壁の設計計算」は計算位置で新たにすべり角決定→曲げモーメ
ント、せん断計算を行っているので一致しません。
・RASINICは、基部と同じすべり角で曲げモーメント、せん断計算。
・「擁壁の設計計算」は計算位置で新たにすべり角決定→曲げモーメ
ント、せん断計算を行っているので一致しません。

照査



RASINICは地震時慣性力計算時に浮力を考慮しない土塊重量を使用しています。
水位を考慮した場合、地震時の土圧は一致しません。



・「RASINIC１」 ・「擁壁の設計計算」
安定計算

断面計算

RASINIC は任意位置の土圧計算時にたて壁下端と同じすべり角を使用し、
擁壁の設計計算では、任意位置で再度すべり角を計算しているため
結果が異なります。



・「RASINIC１」 ・「擁壁の設計計算」
安定計算

杭反力と変位

奥行き２ｍなので一致



RASINIC2のサンプル１の応力度計算は擁壁の設計計算ではできません。
擁壁の設計計算は「重力式(2)」または「もたれ(2)」は安定計算のみとなります。

sample1（重力式）
機能 条件１ 条件２ 計算結果 備考

鉛直力 ○
水平力 ○
モーメント ○
すべり角 ○
水平土圧 ○
鉛直土圧 ○

転倒 ○
滑動 ○
支持力 ○

sample2（もたれ式）
機能 条件１ 条件２ 計算結果 備考

鉛直力 ○
モーメント ○
すべり角 ○
水平土圧 ○
鉛直土圧 ○

転倒 ○
滑動 ○
支持力 ○

鉛直力 ○

鉛直モーメント ○

アーム（重心） ○

鉛直力 ×
水平力 ×
アーム（重心） ○

曲げモーメント × 同上理由。

鉛直力 ○

鉛直モーメント ○
アーム（重心） ○
鉛直力 ×

水平力 ×

アーム（重心） ○

曲げモーメント × 同上理由。
曲げモーメント ○
せん断力 ○
曲げ応力 ○
せん断応力 ○

応力計算・照査
（フーチング）

（常時）

断面力

照査

安定計算（常時）

堅壁の応力計算・照
査

（堅壁中央）
（常時）

躯体断面力

土圧

躯体断面力

土圧

堅壁の応力計算・照
査

（堅壁下面）
（常時）

自重

土圧

荷重計算
（常時）

安定計算（常時）

土圧力P1が異なるため直力・水平力が一致しません。

荷重計算
（常時）

自重

土圧

土圧力P1が異なるため直力・水平力が一致しません。



・「RASINIC2」 ・「擁壁の設計計算」
安定計算



・「RASINIC2」 ・「擁壁の設計計算」
安定計算



たて壁断面力計算

土圧が異なるため結果が一致しません。
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